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１．は じ め に
　私たちは、「からだとこころを柔軟にして、
子どもから溢れでるメッセージに向き合うこ
と。子どもとともに表現する営みのなかで、子
どもも保育者も、自らの可能性を育んでいくこ
と。」（西他，2003）1）そんな身体表現あそびが「保
育内容」として必要であるとの思いを持ち続け
ている。そして、保育者を目指す学生には、身
体表現の楽しさを授業で完結させるのではな
く、保育現場の実践につなげて欲しいとの願い
から保育者養成と実践研究に取り組んできた。
　平野は、身体表現を支える保育者の質的要素
などを報告（2007）2）する一方、「草むら」を持
参し、様々な保育現場において身体表現あそび
の実践を重ねている。本山は、保育現場との協
働研究を試み園内研修での学び（浅井他、
2005・2006・2007）3）4）5）の報告をしてきた。さ
らに、その継続としての新人保育者を対象とし
た研究（小原他，2008・2009）6）7）においては、「歌
遊びや絵本を表現あそびにつなげることによっ
て、展開がスムーズである」ことを、また、昨
年度（高橋他）8）は、学生を対象とした身体表現
において影を用いることの有効性を報告した。
これらの研究を通して、身体表現あそびの実践
に対して、多くの保育者が有するハードルを低
くするためは、歌・絵本・影などをはじめとす
る具体的な手がかりを用いることが有効ではな
いかと考えるようになった。
　そこで、近年「草むら」を用いた実践をして
いる平野の保育を検討すること通して、具体的
な手がかりを用いた場合の身体表現あそびに関
する基礎資料を得ようと考えた。本研究におい
ては、同じ「草むら」を使用する保育の内容を
年齢別に検討し、その保育の中での「草むら」
の位置づけと役割を検討することを目的とす
る。
２．研 究 方 法
（１）期間：2010年10月
（２） 対象：愛知県T保育園３歳児１クラス 
４歳児１クラス・５歳児１クラス
身体表現あそびの保育内容の検討
―３～５歳児クラスでの「草むらごっこ」の実践から―
本　山　益　子　　平　野　仁　美
　「身体表現あそび」が広く実践される一助とすべく、愛知県の保育園で実践された「草むらごっこ」
の保育内容について年齢別に検討した。その結果、「草むら」が設置されたホールで行われる「身体表
現あそび」全般が「草むらごっこ」であり「草むら」の活用については何の制約もないこと、「草むら」
から隠れたり出たりする楽しさを「身体表現あそび」の楽しさにつなげることが可能であること、「草
むら」は「身体表現あそび」の実践において魅力的な環境になることがわかった。
キーワード：身体表現あそび、保育内容、保育実践、草むらごっこ
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（３）保育実践者：平野仁美（保育歴30年）
（４） 保育「草むらごっこ」：６個の「草むら」
を円形に配置したホールでの身体表現あ
そび。今年度は４月に一度実施している。
　この保育園では、子どもたちの育ちを見るこ
とができる活動として、継続的に、この機会を
活用しており、今回の研究に関しての詳細は保
育実践者にも保育前には伝えていない。
（５） 方法：VTRの記録と保育実践者の振り返
りから、保育内容を「ねらい・展開・子
どもの姿・草むらの活用」を観点に検討
した。
　具体的には３歳児は、動くことを楽しみ自分
なりの表現をすること、保育者の言葉を聞くこ
とが「ねらい」としてあげられている。４歳児
は友達と一緒に動くことや布を使用して動くこ
とを楽しむ、工夫したり考えて動こうとするこ
と、また、言葉をイメージすることなどがあげ
られている。５歳児では友達と動いたり考えた
りすること、オノマトペをイメージして動くこ
とを楽しみ自分の身体で表すおもしろさに気づ
くことがあげられている。
　すなわち、同じ、「草むらごっこ」ではあるが、
３歳児は「草むら」４歳児は「布」５歳児は「オ
ノマトペ」が本日の「中心的な内容」に含まれ
ていることが推測できると同時に、保育のねら
いが年齢に応じて深まっていることが確認でき
た。
図１．「草むら」設置の遊戯室
３．結果と考察
（１）保育のねらい
　保育実践者が立てた「ねらい」は表1に示し
たとおりである。下線で示したように「草むら」
に関しての記載があったのは３歳児のみであ
る。
　３歳児においては保育のなかで「草むら」を
基地として用いる意図が示されているが、４歳
児と５歳児の保育においては、「草むら」に中
心的な役割を期待していないことが窺える。
年齢 ねらい
?
??
・ 草むらを基地として、動くことを楽しむ（心
情）
・自分なりの工夫をして動きを楽しむ（心情）
・ 保育者の言葉をよく聞いて、自分なりの
イメージをわかせて動く（意欲）
?
??
・ 友だちと一緒に、布を使って工夫して動
くことを楽しむ（心情）
・ 工夫したり、考えたりして進んで動こう
とする（意欲）
・ 言葉をイメージしたり、身体を十分に動
かしてあらわすことがわかるようになる
（態度）
?
??
・ 友だちと一緒に、オノマトペのイメージ
を身体の動きに置き換えて動くことを楽
しむ（心情）
・ 友だちの考えを聞き、工夫した動きを取
り入れようとする（意欲）
・ 考えたり、工夫したりしたことを、自分
の身体であらわすおもしろさがわかるよ
うになる（態度）
表１．年齢別「保育のねらい」一覧
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（２）展開と子どもの姿
　各年齢の保育の展開を見るために、収録した
VTRの保育から、子どもの姿と保育者の援助を
時間系列に示した資料が表２～表４である。ま
た、これらの表より保育の展開を「導入」と「本
日の中心的な内容」に分けて整理し、さらに、
保育実践者の「振り返りによる子どもの姿」を
記載したものが図２～図４である。これらの資
料から年齢別に保育の展開と子どもの姿につい
て見てみる。
①　３歳児（表２と図２参照）
　まず、３歳児は「導入」において、保育実践
者が「草で遊ぼう」と促し、「ここにもある」「た
くさんある」「いろんな草のところへ行けばい
い」と丁寧に草の確認をすることから始めてい
る。そして、草に隠れる合図も、子どもたちと
の話し合いから「雨が降ってきたよ」に決定し
ている。さらに、「草に隠れる」練習を何度も
繰り返し、小鳥になって隠れることも体験した
後、本日の「中心的な内容」に入っている。
　そして、絵本「だんごむしのころちゃん」9）
を見ながら、だんごむしのイメージを広げ、「カ
時間 子どもの姿と（保育実践者の援助）
0’
0’50”
2’58”
3’44”
4’22”
8’15”
12’10”
13’50”
15’00”
16’55”
17’46”
18’17”
19’11”
20’20”
22’30”
・舞台で待つ子どもたちと以前遊んだことについて話をする
導入
・ホールで、手をつなぎ円になり「みんながみんなが集まった」の歌遊び
　（先生の歌）に合わせて、「お隣さんときゅっきゅ」座って「お隣さんの肩を叩く」「膝を叩く」「つない
だ手を上に上げて足をバタバタさせる」
・車座に座り、話（「草を持ってきたから、草で遊ぼうね」「草に隠れる合図を決めよう」）を聞く→いろい
ろな声が出る→（「雨が降ってきたよ」て言ったら隠れる）ことに決める
・先生の草の紹介（「ここにもあるよ」「たくさんあるね」「いろんな草のところに行けばいいよ」）で草を
確認する
草に隠れる
・隠れる練習をする（「雨が降ってきたよ」）→草に隠れる
　（「小鳥たちは踊りが上手なんだって。小鳥踊りできる？小鳥さん踊り方見せて欲しいな。広場に出てお
いで」）
　（ピアノの音）をバックに小鳥がジャンプして踊る→（ピアノが止まる）とポーズをすることを何度か
繰り返す。（「おもしろい止まり方できるかな？」「寝て止まるよ」）
　（「雨が降ってきたんだけど」の声）で草に隠れる
だんごむしになる
・集合して、絵本「だんごむしのころちゃん」を見ながら、先生とだんごむしについての話をする（絵本
を見せて、だんごむしのイメージを広げるような声かけをする「見たことある？触ったことある？」）
・（「カマキリが来たら食べられないようにカチンカチンのまん丸になれる？）→その場でまん丸になって
固まる→（「カマキリがどこかへ行ったらどうするんだろうね？」）→「お母さんを捜しに行く」との子
どもの声→（「お母さんを捜しに行ってください」）→這い出す→（ピアノでバンと大きな音を出す→「こ
れがカマキリの音ね」）カマキリの音の確認をする
・だんごむしになって這ってお散歩に行く（「草むらから広場にお散歩においで」「カマキリどこかへ行っ
たよ」）→（ピアノの音）を聞いて丸くなることを繰り返す
・（「おいしそうな葉っぱがあるよ。食べてごらん」）→草の葉っぱを食べる表現
　→（「葉っぱ食べたらどうなった？」）→「おなか一杯」→（「おでぶのころちゃんになって、ここまで
おいで」）→おなか一杯のころちゃんになる→（「お昼寝しようか」）→寝る→（タンバリンの音）でな
ぜか草に隠れる
・（ピアノを弾く）が散歩をしない→（「お散歩お休みですか」）→這い出す→（ピアノでカマキリの音）→
草に隠れてしまう→（「そうだったかな？草に逃げるのはどんなとき？」→「雨」→（「そうだよね」）
・お散歩と丸くなるを繰り返す
・（「雨が降ってきたんだけど」）→草に隠れる→（「ソーッと出ておいで」）を繰り返す
・（「ひっくり返っちゃった」）→背中を床につけて上に上げた足を揺らす
　また、（ピアノ）の音を聞いて散歩と隠れたり、丸くなることを繰り返す
まとめ
・（「ソーッと出てきて、こっちにおいで」→車座に座る→挨拶をする
・だんごむしになって、担任のところへ這っていく
表２．３歳児クラスの「草むらごっこ」の実際
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マキリが来たら食べられないようにカチンカチ
ンになれる？」と固まることを促し、まん丸に
なる練習を行うことにつなげている。
　その後、草むらから広場（中央）に散歩に行き、
草むらの葉っぱを食べ、お腹がいっぱいになっ
て眠っている。そして再び散歩をし、カマキリ
が登場して丸くなったり、「雨が降ってきたよ」
の合図で草に隠れることを繰り返し、ひっくり
返って足をバタバタさせるだんごむしにもなっ
ている。その際、子どもたちはカマキリのピア
ノの音と「雨が降ってきたよ」の言葉を聞き分
け、状況を判断することに挑んでいる。
　子どもの様子としては、前回の経験から「草
むらごっこ」が楽しいことは理解しており、遊
ぶ意欲が強かった。導入から続く「草むら」か
らの出入りを繰り返すなかで、動くことの楽し
さを十分に味わっている。保育実践者の話も耳
を傾けて聞き、その言葉から自分なりのイメー
ジを描き表現するとともに、保育実践者の質問
にも答える子どもの姿を確認することができ
た。
②　４歳児（表３と図３参照）
　４歳児の保育は、「あの草の周りを走って、
ピアノがとまったら止まるのできる？」と保育
実践者が見本を見せることから「導入」に入っ
ている。そして、とにかく全速力で草の外周を
走り、ピタッと止まることを促している。さら
に、走った後「ワーッ」という声を出しながら
草の内側に転がってくることも経験させてい
る。
　子どもたちは、保育実践者との遊びの楽しさ
を認識しているので、休憩が必要になるくらい
精一杯の動きをおこっていた。
　本日の「中心的な内容」では布を用いている。
まず「布を使って」では、布をかぶることで子
どもたちがイメージしたお化けに変身した。そ
の際、お化けが「草むら」から出てくる設定にし、
そのお化けが変身することになり、子どもたち
の意見を取り入れ、石やだんごむしに変身して
いる。しかし、「布を使って」の表現においては、
図２．３歳児の保育の展開と子どもの姿（26人・22分30秒）
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表３．４歳児クラスの「草むらごっこ」の実際
時間 子どもの姿と（保育実践者の援助）
0’
0’50”
4’30”
8’00”
9’40”
11’23”
12’20”
12’50”
14’07”
15’15”
17’30”
18’40”
19’33”
・集合して挨拶をする。
　草むらの周囲を走り－止まる・転がる
　（「あの草の周りを走って、ピアノが止まったら止まるの、できる？」と言って見本を見せる）
　（ピアノを弾きながら「草の外を走る‥止まる」）→ピアノの音を聞いて走り出し、音がなくなると立ち
止まる。（「ずっと、止まっていられる子がいる」「カチンカチンに止まってよ」と子どもを認めながら、
ピアノを弾く‥やめるを繰り返す）→全速力で走る子どもが増えていく。（「カチンカチンに止まってる？」
とたずね、「今度はピアノが止まったら、『ワーッ』てぐるぐる転がりながら草の中に来て最後に寝る」
と見本を見せて説明し、再度ピアノを弾く‥やめるを繰り返す）→全速力で走り、ダイナミックに転が
るが声が出ていない。（「ここに来るとき、『ワーッ』て言ってよ」と促す）→走るときから「ワーッ」と
声を出している。（「走るときは言わなくていいんだよ。わかった？」と確認する）→全速力で走り、声
を出して転がっている。
休憩
　（「暑くない？」と気遣う）→座って休憩中にブリッジをしようとしている子どもがいる。（その子どもに
気づき、みんなに「ブリッジできる」と声をかけ、手の付き方を教える。さらに、「Ｖ字バランスできる」
と見本を見せ、子どもたちをほめて回る）
お話し
　（「お話しをするから円くなって」と呼びかける）→先生と運動会の話をする。
布を使って
　（持ってきた布を頭からかぶって見せる）→各自一枚ずつ布をもらいかぶってみる。（「布かぶって何か思
い浮かぶ？」と問いかけに「お化け」との声があがる。（「草むらからお化けが出てくるごっこをやるか」
と誘いかけると「うん、いいよ」と同意する声。
・お化けになる（「じゃ、草むらに隠れて」と促す）→いくつかの草むらに分かれて布を持って隠れる。（「草
むらにお化けの子どもたちがいるいる」「ここにもいる」と草むらを見て声をかけていく「夜になってみ
んなが寝静まったころ、お化けの子どもたちが草むらから広場へ遊びに行きました」とピアノを弾く）→
頭から布をかぶって普通に草むらから歩いてでてくる。（「工夫してる？考えてる？」と促す）
・話を聞く（「お化けがどうやって草むらからでてくるか考えてよ」「『お化け』て口で言うのではなく、か
らだで言ってよ」）→「ウァー」とお化けらしい声を出して歩き出す。（「草むらからやってみるか」と誘う）
と草むらに隠れる
・お化けになる（「お化けさん、夜中はお化けの時間。草むらから遊びに来たよ」とピアノを弾く）→「ウ
ァーとお化けらしい声を出して草むらから歩いて出て行く。（「そのとき、誰かが出てきたらお化けはどう
する？」との問いかけに、「変身する」との声。（「何かに変身するとお化けだとわからないよね。何に変
身する？」と問いかけると「石」と答える声。
・お化けが石に変身（「じゃ、まず石ね」「そこでお化け踊りをする」とピアノを弾く）→ピアノに合わせて
ジャンプをして踊る（ピアノを止める）→小さく丸くなって石になる。（ピアノを弾く）→立ってうろう
ろとする。（ピアノを止める）も気づかずうろうろしている ｡ 一人だけが石になっている。（「ひとつしか
石になってないね」）
・話を聞く（「お化けというのは『ウァー』と言って歩いてるだけかい？」とたずね、「お化けが楽しくして
いるとき、悲しくしているときできん？」「どんないいこと考えた？」とたずねる）→「みんながだんご
むしになればいい」との提案があがる。（「だんごむしになる子は布ちょうだい」）→ほとんど全員が布を
渡してだんごむしになり、お化けになるのは二人である。（「今、お化け達は石ころに変身しているところ
へだんごむしが遊びに来くる ｡ 遊んでいるとお化け達が立つのでだんごむし達はビックリしてひっくり返
ってね。いい？」と確認をする。
・お化けとだんごむし（「最初、だんごむしが遊びに来るよ」とピアノを弾く）→だんごむしの子どもたち
は這って草むらから広場へ出て行く。（「真ん中ばかりではなく、だんごむし、いろんなところに行ってよ」
と促す）→散らばって這い出す（ピアノの大きな音）で、お化けの二人が立ち上がると、だんごむしの子
どもたちが仰向けに寝る。
・話を聞く（お化けの二人とこの後のことについて話をし、みんなに「お化けはこの後また石に戻るんだって。
そしたら、だんごむしはすぐに起きるんだよ。どうしたら起きられる？」伝え、たずねる）と、「回れば」
との提案。
・お化けとだんごむし（「だんごむしはひっくり返っています。ひっくり返ったらどうしてる？」と言って
ピアノで大きな音を出す）→お化けの二人は石に戻ってしゃがむ。（「だんごむし、頑張れ。起きれる？」
と確認する）
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子どもたちから出てきたイメージは乏しかった
と振り返ることができた。
　次に「布になる」では、布のいろいろな様子
を自分の身体で表現することをおこなった。具
体的な子どもの姿は「布が寝る」と転がり、「布
が立つ」様子は片足立ちで表している。布を「ゆ
らゆら揺らす」と、子どもたちは腰を曲げたり、
身体を揺らしている。また、「布を回す」と自
転をし、「ツンツン」と言って「布を上下動さ
せる」とジャンプをしている。さらに、「布を
斜めに」して「ツンツン」と言って回すと、ケ
ンケンで回る等、布の変化を身体で捉え、自分
なりに表現していた。最後の、布を手の中でク
シャクシャに丸めることに関しては、布を見た
状況から動くことはできなかった。しかし、子
どもたちが布の柔らかで変幻自在な素材感を身
時間 子どもの姿と（保育実践者の援助）
20’05”
25’12”
32’21”
35’40”
布になる
・布を集め話を聞く（「布を使っていろいろと変身したけど、今からはみんなに布になってもらいたいんだ。
そして、布が動くと、そのように動いてね」）
・布の後ろについて動く（「布が寝ました ｡ ペローン」）→布のそばに寝転がる。（「そこでいいよ」「布立ち
ました」「布斜めに立ちました」）→片足立ちをする。（「ユラユラユラ」と布を上下左右に揺らす）→腰を
曲げたり体を揺らす。（布を回す）→くるくると自転をする。（「ツンツン」と垂らした布を上下に動かす）
→ジャンプする。（布を斜めにして「ツンツン」回す）→ケンケンで回る。（布を手の中でくしゃくしゃに
して「あなたたちのからだがこうなってるんだよ」と声をかける）→からだを丸めて小さくなる。（丸ま
った布を下に置いて、広がっていくのを「見とってよ」と見るように促し「やってみよう」「まん丸まん丸、
少しずつ開いていくよ」）→じっと布を見たままで、ほとんど動かない。
布を持って走る－かぶって石ころになる
・再度、布を配る。（「布を上に高く持って草の周りを走る」と言ってピアノを弾く）→布を持って草の周囲
を走る。（「ピアノが止まったら、かぶって小さく石ころになるよ」「風を受けて走るとき、手は頭の上、
肩幅くらい」と見本を見せてからピアノを弾く）→布を持って走って止まる。（「スーッとなれる？石ころ
に」と静かに小さくなって見せ、ピアノを弾く－止まるを繰り返す）
・風ではない何かになって走ることを提案され、「ハムスター」「ロケット」と答えやってみる。「亀がいい」
との声に布をかぶって這ってみる。（「亀は歩いているとき、頭はどうなってる？頭を出してる人、中に入
れてる人、どっちが亀らしい？この布は亀の何？」）とたずねられ、「殻」と答え「甲羅」だと教えてもらう。
「亀の甲羅をかぶって先生のところに来て」で集合する。布をたたんで集める。
終わりの挨拶をする
図３．４歳児の保育の展開と子どもの姿（30人・35分40秒）
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体で体感している様子は確認できた。
　最後に、布を持って「草むら」の外周を走り、
止まった際に、かぶって石になって終わった。
③　５歳児（表４と図４参照）
　５歳児の保育では、最初に「よく考えて工夫
してね」と自分なりに考えることを求めている。
「導入」では、子どもたちの意見から「草むら」
に隠れる合図を「雷」に決め、さらに「ドチッ」
では床に寝る、「ピタ」で静止することも決め
させている。そして、「草むら」からは足音も
表４．５歳児クラスの「草むらごっこ」の実際
時間 子どもの姿と（保育実践者の援助）
0’
1’00”
1’10”
1’45”
2’00”
3’24”
4’59”
6’40”
7’45”
9’19”
12’22”
13’41”
・集合して挨拶をする。
（「今日は頭と身体をいっぱい使って遊んでもらいます。よく考えて工夫してね」）
草むらに隠れることから
（｢ まずジャンプ ｣ と言ってピアノを弾く）→ビアノのリズムに合わせて両足ジャンプをする
・話し合い（「小さな子達は雨が降ったら草むらに隠れたんだけど、さくら組さんはどうする？どうやった
ら隠れることにする？」）「雷」という声があがる。（「じゃ練習してみよう」）
（「雷」）→走って草むらに隠れる
・太鼓－「雷」（「広場にゆっくり出てきてください」とリズム太鼓をゆっくりと叩く）→大きな歩みでゆ
っくりと大きく歩いてくる。（「雷」）→声が小さくて聞こえない子どもが大半。（「ちゃんと聞いてよ」とま
た、太鼓を叩く「雷」）→草に隠れる。（太鼓を叩く）→ゆっくり足音も立てないで歩いて手でくる。（「ドチ」）
→「雷」だと思って隠れる。
・話し合い（「雷」て言った？「『ドチ』て言ったよね。『ドチ』てどんな感じ？）との問いに対して考える。
(「『ドチ』は床に寝ることにしよう」と提案する。
・太鼓－「ドチ」また太鼓をゆっくりと叩く「雷」) →草に隠れる。( 太鼓を叩く「ドチ」) →床に寝っ転が
る (「好きなところへ言っていいよ」と太鼓を叩く「雷」) →草に隠れる。( 太鼓をたたいて「今度は『ピタ』」
・話し合い (「『ピタ』て言ったけど、どんな感じ？」) との問いに「くっつく」と答える (「じゃ、『ピタ』
はくっつくね」と言って、太鼓を叩き ｢ 雷 ｣・太鼓を叩き「ピタ」) → 2・3 人でくっついている子どもも
いるが、ポーズをとって静止している子どももいる。（「さっき言ったのと違うけど考えたね。『ピタ』の時、
その動いている格好で止まることにしよう」と子どもの工夫を採用する）
・太鼓－「ピタ」（太鼓をゆっくり叩く「ピタ」）→ゆっくり歩いて、そのままの格好で止まる（「いいね」
といろいろなポーズをほめ、太鼓－「ピタ」・太鼓「ドチ」を繰り返す）
絵本「がちゃがちゃ　どんどん」から
・話を聞く。（「この本は音のことばがいっぱい載ってる。いろんな音の言葉を聞いたら自分の身体を使っ
て「ピタ」や「ドチ」でやったように、本の中にあるはじめて聞く言葉も、今日は、それを身体でやって
もらう」と絵本を見せて紹介する）
・音の言葉を動いてみる
（「ガチャガチャ」）→座ったまま足をバタバタさせる。首を振る。（「立ってやっていいよ」）→足踏みをする。
腰を曲げて足踏みをする。（「ドンドン」）→両足ジャンプ・片足で強く踏む。（「カーン」）→バットで打つ真似・
自分の頭を叩く・ジャンプ。（「チン」）→軽く両足で跳ぶ・両手で股間をさわる。（「リン」）→軽く両足で
跳ぶ。（「チンチン・リンリン」を連続して言う）→動きにその違いが見られない。（「『チン』と『リン』と
一緒？考えてよ」）→動きに変化見られず、動きにくい様子。（｢ ポン ｣ →両足でジャンプして低い姿勢で
着地する・手を叩く・おなかを叩く。（「グニャグニャ」）→身体をゆっくりとくねらす・腕を振る。（「ポキ」）
→身体を斜めにして止まる・腰を前後左右に曲げて止まる・首や膝を曲げて止まる ｡（「グニャグニャ・ポキ」
を繰り返す・「ポキ」を連続する）→だんだん低い姿勢になっていく。（「ザー」）→両手を挙げてジャンプ・
手を上から下に。（「ゴーン」）→全体的に動けない様子。一人の男児が走り出す。
・話し合い　（「『ザー』て、どんなときこの音がすると思った？」）の問いかけに対して「雨・水道の水・
砂を持ち上げるとき・砂が墜ちるとき・落とすとき」など口々に答える。（「じゃ、『ゴーン』は？」「『ゴー
ン』ていう音だよ」）とたずねられ、「雷・ライオン・風・台風」などと答える。（「『ザー』のとき『雨のザー』
て言ったら『雨のザー』をやってよ。『シャワーのザー』て言ったら『シャワーのザー』だよ。砂も同じだよ」）
・音の言葉を動いてみる。
（「雨のザー」）→ゆっくり足音を立てずにジャンプを指、手は上から下に下ろす。（「シャワーのザー」→跳
ばないで、手のみ上から下へ動かす。（「雨と一緒？」）→膝を曲げたり、手をキラキラと揺らす。（「砂のザー」）
→動きづらそうにしている ｡（「砂が落ちてきた。みんなが砂だよ」）→身体を左右に揺らして小さくなる・
ジャンプをして低い姿勢になる。
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立てずにゆっくりスローモーションで出てくる
ことを促しており、速度の変化や急激な静止な
どの動きの変化を体現させていることがわか
る。
　本日の「中心的な内容」としては、絵本「が
ちゃがちゃ　どんどん」10）を見せ、本の中にあ
る音の言葉を自分の身体を使って表現すること
に挑戦させている。
時間 子どもの姿と（保育実践者の援助）
14’15”
15’00”
15’45”
16’34”
19’50”
22’25”
23’35”
33’10”
・話を聞きながら　（「じゃ、今度は風の音。『ゴーン』という風の音はどんなとき？」と聞かれ、「冬・うずまき・
たつまき・」と答え、→手を揺らす・走り出す・回り出す。ジャンプターンをする男児も見られる。
（「トントン」「チンチン」「カンカン」の 3 種類の言葉を数回ずつ順番に言う）→すべて手を叩く・小さく
弾むなどであまり動けない。（「トンチンカン」と 3 種類を連続させて言う）→なお、変化は見られない。
（「グワッ」）→上に手を大きく広げてポーズ・ジャンプ。（「ガチガチ」）→足踏み。（「サラサラ」）→手和揺
らして低くなりながら手も下に「波の音」という声も聞こえる。（「ドーン」）→ジャンプ
・話し合う　（「『サラサラ』て言ったとき、何が浮かんだ？」）との問いに対し、「波・池・風邪・サラ粉・塩・
砂糖」と答えるが、（『砂糖』を『納豆』と聞き間違え「納豆？」「納豆は何だ？」と聞く）と、「ネバネバ」
と答え（「ネバネバやって」）と言われ身体を揺らすが粘り感の表現は乏しい。
(「『ゴーン』は何が浮かぶ？」) との問いには、「除夜の鐘・太鼓・時計・ハンマー・ベルの音・線路」な
ど思いつくままに発言する。
・音の言葉を動いてみる
（「『ゴーン』ていう音やってみて。『ゴーン』」）→ハンマーを叩く真似・身体を硬直させて「キオツケ」の
姿勢でジャンプ。（「チン」）→股間を触る（「パンパン」）→手を叩く・頭を叩く・おなかを叩く。（「ドカー
ン」）→大きくダイナミックにジャンプ・大きな姿勢で止まる。（「トポン」「ピチャ」）→立ったまま。（「パ
チッ」）→手を叩く（「手を叩いたら音は出るけど、身体はどうなる？」→ジャンプ。（「ピーン」）→「キオ
ツケ」の姿勢で立っているだけの子どもが多い。それを見て「鉛筆だ」の声。（「この音を身体でやってよ」）
→「キオツケ」の姿勢で寝転ぶ・手をまっすぐ横にピンと伸ばす。両手を前にピント伸ばすなどの工夫を
しほめられる。（「ブス」）→小さくなる。（「プーン」）→「おならだ」との声はするが動けない。
・話を聞く（「これ覚えてる？」と絵本「もこもこもこ」を見せ、「前にやったの思い出してよ。『モコ』は？
『ニョキ』は？どうやった‥」
まとめ
車座に座って話をする。（「今日のこと思い出して」「この本どんな本だった？」と絵本「ガチャガチャ　ド
ンドン」を子どもからの声を聞く。さらに、「先生最初にどう言ったっけ？」と今日のねらいについても振
り返る。
（「さくら組さん、立派になったね」とほめて、片付けを手伝ってくれるように頼む）挨拶をする。
図４．５歳児の保育の展開と子どもの姿（41人・33分10秒）
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　具体的に子どもの表現を見てみると、「ガチ
ャガチャ」は座った状態で足をバタバタして表
したり、首を振っている。「ドンドン」では両
足ジャンプや片足で強く足踏みをしている。「カ
ーン」という言葉ではバットで打つ真似や、自
分の頭を叩く姿が見られた。「チンチン」と「リ
ンリン」は軽く両足で跳んでおり、動きに差が
見られなかったが、「ポン」ではジャンプから
低い姿勢で止まったり、手やお腹を叩いていた。
また、「グニャグニャ」では身体をゆっくりと
くねらせたり、腕を振っていた。「ポキッ」は
身体を斜めにしたり、腰、首、膝などを曲げて
止まることで表すなど、いろいろな表現を自分
なりに工夫する子どもの姿が確認できた。
　次に、「ザー」という音から何をイメージす
るかについて、子どもがイメージした「雨・シ
ャワー・砂」などを描きながら動いているが、
その違いを表現することは難しいようであっ
た。最後に、「ガチガチ・サラサラ・ピーン」
などの言葉の表現も試みていた。
　子どもたちは擬音語をシャワーのように浴び
せかけられることによって、無意識に身体を動
かすなかで、感覚的に身体を動かす楽しさを感
じていたと捉えられる。
　すなわち、同じ「草むらごっこ」ではあっても、
特に「中心的な内容」は異なっていた。さらに、
どの年齢も「草むら」を活用していた「導入」
においても、３歳児はひたすら「草むら」から
の出入りを繰り返していたが、４歳児になると
「草むら」の周囲を全速力で走って、ピアノが
止まれば静止したり、転がるなど動きが多様化
している。さらに、５歳児では「草むら」に隠
れたところから、スローモーションで出てくる
ことで、自分の身体をコントロールしており、
年齢に応じた動きの拡がりが確認できた。
（３）「草むら」の活用
　今回の保育は、保育実践者が「草むらごっこ」
と名付けた保育であり、どの年齢も６個の「草
むら」が設置されたホールでの実践であった。
その内容は前節に記したように、３歳児は「だ
んごむし」、４歳児は「布」、５歳児は「オノマ
トペ」を手がかりにした身体表現あそびが中心
になっており、年齢による異なりが明確であっ
た。
　さらに、環境として設定されていた「草むら」
の活用についても異なりがあったことが確認で
きた。保育実践者との省察から年齢別の活用と
位置づけについて見てみる。
　まず、３歳児においては「ねらい」にも「草
むらを基地として」と明記されているように、
「導入」で「草むら」に隠れる練習をし、その
後「だんごむし」になっても、隠れたり食べた
りすることで「草むら」を活用していた。
　つまり、「草むら」は動きを切り替えるきっ
かけとして機能しているだけではなく、６個設
置してあることにより、子どもたちの動線を複
雑にするための役割を果たしている。さらに、
「草むら」から他児の動きを見ることも可能で
あり、見た動きや表現を自分なりに取り入れる
ことにつながっている。これらのことから、３
歳児の子どもたちにとっては、「草むら」が「表
現を繰り出していく基地」になっていると考え
られる。
　４歳児の保育においては、主に「導入」で「草
むら」を活用していたが、子どもたちの姿から
周囲を走り、転がったりする中で「自己をさら
け出し、自分らしさを出す」ことに「草むら」
が生かされていると推察できる。
　さらに、「布」を使用しているときにも、お
化けが出てくる場所として「草むら」を活用し
ていたが、子ども自らの意志で「草むら」から
出てきたり、隠れたりしている姿も確認でき、
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子どもの中に「表現を引き出す雰囲気」として
位置づいていることが読み取れた。
　５歳児の保育においては、前回の遊びから６
ヶ月が経過しているので、「草むら」を設置す
ることによって、前回の遊びの楽しさを子ども
の心に甦らせる効果を保育実践者はねらってい
た。そして、「導入」の部分で子どもたちがそ
の楽しさを実感できるよう、激しい動きからゆ
っくりした動きに移るきっかけとして「草むら」
を活用している。
　さらに、保育実践者自身は保育の中で使用す
る意図はなくても、友達の動きを見るとき、集
団から外れたくなったとき、動きのイメージを
膨らませるときなどに、子どもの意志で活用で
きることを考慮して「草むら」を設置していた。
４．ま　と　め
　身体表現あそびの実践は、やりたくても「難
しい」「うまくいかない」と言う学生や保育者
の声を多く耳にしてきた。最近の研究結果11）か
ら、具体的なきっかけを用いることが、このよ
うな悩みの解決につながるのではないかと考
え、今回、平野の「草むらごっこ」の保育内容
を検討することを試みた。その結果明らかにな
った年齢別の保育内容の検討から、「草むら」
の活用や位置づけと効果についてまとめたいと
考える。
　まず、「草むらごっこ」とは、「草むら」が設
置された空間でおこなわれる身体表現あそび全
般であり、「草むら」の活用の有無・活用の仕
方などについては、全くの自由であることがわ
かった。また、どの年齢においても「草むら」
が活用された「導入」を比較すると、加齢に伴
い動きに拡がりが見られ、「中心的な内容」では、
年齢に応じて全く違う内容が実践されているこ
とが確認できた。
　一方、どの年齢の「草むらごっこ」においても、
「草むら」の存在自体が、ホールを表現空間と
して子どもたちに認識させる役割を果たしてい
た。子どもたちは、今年度の４月にも経験して
いるので、ホールで「草むら」を目にした瞬間、
平野とともに、これからおこなわれるであろう
遊びを予測することができ、保育実践者が奮闘
努力することなく、子どもたちを表現の世界へ
導き入れることを可能にしている。
　さらに、子どもたちは「草むらごっこ」を楽
しい遊びとして認識している。この楽しさの原
点は、「草むら」に隠れ、「草むら」から出てく
ることにあり、特に３歳児では、この「隠れる－
出る」際に味わったワクワク感が、次の実践や
「草むら」の印象のなかに生かされていき、身
体表現あそびがもつ楽しさの認識として根付い
ていくことが期待できる。
　したがって「草むら」の姿は子どもたちの心
に身体表現あそびを連想させると同時に、表現
の雰囲気を醸し出す「シンボル」として大きな
役割を果たしていることが読み取れた。
　次に、表現時の環境としての「草むら」は、
自分の表現を繰り出すきっかけや自分のイメー
ジを膨らませたい時々に、リアルタイムで子ど
もの役に立っている。身体表現あそびの前に歌
を歌ったり、絵本を読むことから始める実践も、
表現のきっかけやイメージを膨らませる等の点
で、実践へのハードルを低くするために一定の
効果が認められているが、「草むら」は表現時
においても環境としてそこに存在することが可
能であり、ライブでのきっかけ作りやイメージ
作りに貢献することができる。この点が「草む
ら」の大きな特徴である。
　さらに、それだけではなく、他児を見る「基地」
として、あるいは、集団から外れたくなったと
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きなどの、謂わば「オアシス」として、直接的
に活用することができる物的な環境の役割も果
たしており、その設置により子どもたちの動線
を複雑にする効果も認められた。
　すなわち、「草むら」が身体表現あそびの実
践において魅力的で有効な手がかりであること
が認められたと言えるだろう。しかし、その効
果においては、最初の段階で、「草むら」から
隠れたり出たりすることの楽しさを、十分に経
験できる保育内容として実践できるか否かが鍵
を握っていると推察できた。したがって、今後
は、「草むら」とはじめて出会う最初の段階の
保育内容について研究を継続したいと考える。
　なお、本稿は2011年度日本保育学会第64回大
会（玉川大学）でのポスター発表12）の一部である。
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